
１．核・放射線による健康ハザード管理に関する研究
  国内に流通する各種食品および近隣国からの輸入食品に含まれる飲食物摂取制限核種ならびにPoの汚染実態と被ばく線量への寄
与について本格的な検討をすすめている。また、改正放射線障害防止法への対応のあり方の検討を進め、放射線治療の高度化に対
応した放射性廃棄物の適正な管理のための医療法の省令等整備のための資料を生産しつつある。
２．感染を抑制するための室内空気環境計画に関する研究
   ・特定建築物及び住宅における感染に関する予防手法について，各地保健所などで公表されるものの情報収集を行った。
   ・建物の換気経路について検討するとための測定手法について，空気流動を把握する方策を検討した。
   ・建築物内の空気質の実態調査を行い，室内微生物，その他環境要素の測定手法の妥当性を取りまとめた。
３．水道における浄水技術の機能及び管理に関する研究
  　WHOやUSEPAにおける規制やガイドラインに係わる報告書、国内外の最新の研究論文等の収集を行い、国内でも検討すべき項目
の選定に活用し、その測定法、浄水処理性についての情報収集を行った。また、N-ニトロソジメチルアミン等の未規制物質について、測
定方法を確立するとともに、水道における全国的な実態調査、発生源探索を実施した。得られた知見は、水質基準関連項目の改定に
も活用された。
４．地域における保健医療福祉ニーズの科学的把握方法と供給体制の再整備に関する研究
   ヘドニック・アプローチによる医療体制の外部効果の測定方法の確立および仮想市場法等による医療体制の外部効果の測定方法の
確立を行った。
５．医療機関における新たな概念と手法を用いたマネジメント教育に関する研究
    戦略マネジメントシステムとしてのBalanced Scorecard の保健医療福祉版の開発と、行政および医療機関のリーダーを対象にそれ
を使いこなせる人材育成を行っている。
６．保健医療福祉サービスに関する研究　研究継続中
    保健･医療･福祉政策の成果指標の開発として、政令指定都市（横浜市）を対象に、成果指標の開発と試験運用を行った。今後、政
令指定都市（札幌、神戸、福岡）  を対象に定点観測の調査研究を行う予定。
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研究成果により厚生労働本省担当部署への情報提供や政策提言、地方自治体への情報提供、学会誌への投
稿、学会での発表などを目的とする。
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今後も、基盤的研究事業に必要な契約を行いながら、更なる見直しを行い経費削減に努める。

基盤的研究事業の実施に必要となる調査集計業務や翻訳等の雑役務費等に支出している。
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基盤的研究費

A．民間企業(33件） （単位：円）
順位 金額 支出先 契約内容
1 1,974,000 ヤフーバリューインサイト（株） 調査集計
2 1,625,698 (株)外国文献社 調査集計
3 1,199,940 (有)アークス データ収集・入力業務
4 961,800 (株)PAP リーフレット印刷
5 825,300 (有)医学英語総合サービス 翻訳
6 742,350 (財)日本食品分析センター 調査試料作成
7 735,000 (株)生活構造研究所 データ収集
8 693,057 (株)プロフェシオン 翻訳
9 672,000 アジレント・テクノロジー PCアップグレード
10 407,137 (株)エアクレーン 翻訳


